
男性の育児・家事参画による女性活躍推進事業 【明石市】

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 626 千円

交付金額 313 千円

事業番号 3

・民間企業や団体との連携により、そのノウハウを活かし、より効果
の高まる内容の取組を実施。

①男性の家事育児参画促進イベント
 父親の家庭生活を支援する団体や民間施設との連携により、
 男性の育児参画促進イベントを実施。

②パートナー間での家事育児協力推進セミナー
 日用品メーカーとの共催により、家事育児におけるパートナー
間での協力意識を高めるためのセミナーを実施。

・イベントに参加した男性に、おおむね積極的な家事・育児参画に
関する意識を持っていただけた。

・本事業を契機に、積極的な家事・育児参画に係る意識が芽生えた。
【参加男性の割合】 ８７％、【イベント男性参加者数】 ９７名

・女性の職業生活における活躍を妨げる要因として、女性にかかる
家事育児の過度な負担があげられる。そこで、男性が積極的に
家事育児に参画するように働きかけることで、女性の過度な負担
を解消し、「お互いが協力しながら家事をするのがあたりまえ」と
いう考え方をまち全体に浸透させ、女性の職業生活における活躍
推進や夫婦間での役割分担を見直す機会とする。

【目標値】本事業を契機に、積極的な家事育児参画に係る意識が
  芽生えた参加男性の割合  ： ８０％

イベント男性参加者数 ： ３００名

・ライオン株式会社
・NPO法人ファザーリング・ジャパン関西
・一般財団法人明石コミュニティ創造協会

・イベントには多くの男性の参加があったが、アンケート結果からも
いまだに女性にかかる家事育児の負担が大きいことが伺える。

・イベントを契機に、家事育児への参画意識が芽生えた参加男性
の割合は87％に上ったが、男性参加者数は目標を下回っている。

・本事業を継続することで、「性別にかかわらず、お互いが協力しな
がら家事育児をするのがあたりまえ」という意識を地域に広め、

  女性にかかる家庭生活での負担解消、女性の社会活躍に繋げて
いきたい。

地域の実情と課題

・本市では、市内に本社機能を置く９割以上の企業が中小企業で
あり、これまで規模的にも企業単体で女性活躍の取組を行うこと
が困難な状況にあった。

・上記状況を踏まえ、まずは、事業者及び各種団体のネットワーク
構築を図るとともに、女性活躍の啓発につながるイベントを開催
するなど、事業者や市民の意識啓発を図った。

・また、庁内の動きとして、平成28年度に女性自身の声を施策につ
なげることを目的に「あかし女性の活躍推進会議」を設置。
令和３年度には、庁内横断的に「ジェンダー平等プロジェクトチー
 ム」を設置し、同チームの取組や地域のニーズ、社会情勢等を踏
まえた施策を展開している。



事業の概要

●パートナー間での家事育児協力推進セミナー●男性の家事育児参画促進イベント
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